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海老川上流地区のまちづくりを議会として
分野横断的に調査研究するための特別委員会を設置
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年頭のあいさつ
第60代議長 神

かん

田
だ

 廣
ひろえい

栄

市民の皆様におかれましては、穏やかな初春を
お迎えのことと、お喜び申し上げます。

日頃より船橋市議会に対し、ご理解とご協力を
賜りまして、心より感謝申し上げます。

私ども市議会議員は、市民の皆様の代表として、市長が提出
する「予算」や「議案」が適法・適正か、あるいは、公平・
効率的・民主的に実施されているかなどをチェックし、必要に応じ
て是正を求めたり、代案を出すなどの役割を果たしております。

さて、一昨年になりますが、市議会議員選挙が行われ、19名
の新人議員が誕生し、市議会はより活性化しています。本年も、
全議員が力を合わせ、市民目線に立ち、皆様の声を市政に反映し、
一定の成果が出る実りある一年となるよう、引き続き積極的な議会
活動に取り組んでまいります。

今後も、市議会に対しまして、更なるご理解とご協力をお願い
申し上げますとともに、叱咤激励、ご意見やご提言をお寄せいた
だければ幸いでございます。

市民の皆様にとりまして、平成29年が、健康で実り多き年となり
ますことをご祈念いたしまして、私の新年の挨拶といたします。

※会派名・所属は、質疑日・議決日時点のものです。

平成28年第4回定例会は、11月17日から12月20日ま
での34日間の会期で開かれました。今定例会では、市
長から20議案、議員から12議案が提出され、放課後ルー
ムの増設や小中学校等のトイレ改修、天井等落下防止
対策の費用を含む補正予算のほか、夜間休日急病診療
所ほか7施設の指定管理者を指定する議案など21議案
を可決しました。

また、市の中央部に位置しており、中心市街地にも
近い「海老川上流地区」において、医療・福祉関連施
設、ウオーキングコースや公園、新駅等を整備・誘致
するなど新たなまちづくりが検討されていることにつ
いて、議会として分野横断的に調査研究をするための
特別委員会を設置しました。

ふなばし

市議会だより

http://www.city.funabashi.lg.jp/assembly/index.html
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平
成
28
年
度
補
正
予
算

〇
一
般
会
計
補
正
予
算�

【
第
１
号
】

　

補
正
額　

63
億
４
８
９
２
万
円
の
増
額

〇
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算�

【
第
２
号
】

　

補
正
額　

６
億
２
５
６
万
円
の
増
額

改
正
す
る
条
例

〇
職
員
退
職
手
当
支
給
条
例
及
び
企
業
職
員
の
給

与
の
種
類
及
び
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例�
【
第
３
号
】

　

雇
用
保
険
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
失
業
者
の

退
職
手
当
に
つ
い
て
、所
要
の
改
正
等
を
行
う
も
の
。

〇
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例�

【
第
４
号
】

　

外
国
人
等
の
国
際
運
輸
業
に
係
る
所
得
に
対
す

る
相
互
主
義
に
よ
る
所
得
税
等
の
非
課
税
に
関
す

る
法
律
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
特
例
適
用
利
子
等

及
び
特
例
適
用
配
当
等
に
係
る
個
人
の
市
民
税
の

課
税
の
特
例
に
つ
い
て
、
所
要
の
定
め
等
を
す
る

も
の
。

〇
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
人
員
、

設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
等
を
定
め
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例�

【
第
５
号
】

　

指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
人
員
、

設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
の
一
部
改
正
に
伴

い
、
地
域
密
着
型
通
所
介
護
に
つ
い
て
、
所
要
の

定
め
等
を
す
る
も
の
。

〇
指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
事
業

の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
並
び
に
指
定
地
域
密
着

型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
介
護
予
防
の
た
め

の
効
果
的
な
支
援
の
方
法
に
関
す
る
基
準
等
を
定

め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例�

【
第
６
号
】

　

指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
事
業

の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
並
び
に
指
定
地
域
密
着

型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
介
護
予
防
の
た
め
の

効
果
的
な
支
援
の
方
法
に
関
す
る
基
準
の
一
部
改
正

に
伴
い
、
介
護
予
防
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護

事
業
所
に
つ
い
て
、
所
要
の
改
正
等
を
行
う
も
の
。

〇
印
鑑
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例�

【
第
７
号
】

　

印
鑑
登
録
証
明
書
の
自
動
交
付
機
を
廃
止
す
る

等
の
た
め
、
印
鑑
登
録
証
明
の
申
請
及
び
交
付
の

手
続
等
に
つ
い
て
、
所
要
の
改
正
等
を
行
う
も
の
。

〇
地
方
卸
売
市
場
業
務
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例�

【
第
８
号
】

　

市
場
施
設
を
建
て
替
え
す
る
に
つ
い
て
、
そ
の

使
用
料
を
変
更
等
す
る
も
の
。

〇
自
転
車
等
駐
車
場
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

�

【
第
９
号
】

　

新
た
に
自
転
車
等
駐
車
場
を
設
置
す
る
に
つ
い

て
、
そ
の
名
称
、
位
置
及
び
使
用
料
を
規
定
等
す

る
も
の
。

〇
地
区
計
画
の
区
域
内
に
お
け
る
建
築
物
の
制
限
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例�

【
第
10
号
】

　

船
橋
都
市
計
画
に
お
い
て
新
た
な
地
区
計
画
の

決
定
に
伴
い
、
地
区
計
画
の
区
域
内
に
お
け
る
建

築
物
の
敷
地
、
構
造
及
び
用
途
に
関
す
る
制
限
を

行
う
た
め
、
所
要
の
定
め
を
す
る
も
の
。

〇
特
別
職
の
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
条
例
及
び
非

常
勤
の
特
別
職
の
職
員
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例�

【
第
18
号
】

　

一
般
職
の
職
員
の
給
与
改
定
に
な
ら
い
、
市
長

等
の
特
別
職
の
職
員
及
び
議
長
等
の
期
末
手
当
の

額
の
改
定
を
行
う
も
の
。

〇
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例�

【
第
19
号
】

　

官
民
較
差
の
是
正
並
び
に
国
、
県
及
び
近
隣
市

等
と
の
均
衡
を
図
る
た
め
、
国
家
公
務
員
に
対
す

る
人
事
院
勧
告
等
に
な
ら
い
、
一
般
職
の
職
員
の

給
与
に
つ
い
て
改
定
を
行
う
も
の
。

契
約
関
係

〇（
仮
称
）船
橋
市
東
消
防
署
古
和
釜
分
署
・
消
防
訓
練

場
新
築
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て�

【
第
11
号
】

　

契
約
金
額　

11
億
１
０
２
４
万
円

〇
運
動
公
園
プ
ー
ル
改
修
工
事
請
負
契
約
の
変
更

に
つ
い
て�

【
第
12
号
】

　

変
更
契
約
金
額　

22
億
５
８
９
８
万
５
２
４
０
円

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

〇
夜
間
休
日
急
病
診
療
所�

【
第
13
号
】

　

公
益
財
団
法
人
船
橋
市
医
療
公
社

〇
ケ
ア
ハ
ウ
ス
市
立
船
橋
長
寿
園�

【
第
14
号
】

　

社
会
福
祉
法
人
清
和
会

〇
北
部
清
掃
工
場
余
熱
利
用
施
設�

【
第
15
号
】

　

株
式
会
社
ふ
な
ば
し
Ｅ
サ
ー
ビ
ス

〇
ふ
な
ば
し
三
番
瀬
海
浜
公
園
及
び
ふ
な
ば
し
三

番
瀬
環
境
学
習
館�

【
第
16
号
】

　
「
ふ
な
ば
し
三
番
瀬
海
浜
公
園
・
ふ
な
ば
し
三

番
瀬
環
境
学
習
館
」
管
理
運
営
グ
ル
ー
プ

〇
図
書
館
（
中
央
・
東
・
北
）�

【
第
17
号
】

　
Ｔ
Ｒ
Ｃ
・
野
村
不
動
産
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
共
同
企
業
体

人
事
に
関
す
る
も
の

〇
教
育
委
員
会
委
員
任
命
の
同
意
を
求
め
る
こ
と

に
つ
い
て�

 【
第
20
号
】

　

齋さ
い
と
う藤　

千ち

鶴づ
る

意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

◇
労
働
基
準
法
改
定
案
を
撤
回
し
、
労
働
時
間
延

長
の
上
限
規
制
を
設
け
る
新
し
い
同
法
改
正
案
提

出
を
求
め
る
意
見
書�

【
発
議
案
第
1
号
】

◇
Ｔ
Ｐ
Ｐ（
環
太
平
洋
連
携
協
定
）承
認
案
と
関
連
法
案
を

廃
案
に
す
る
よ
う
求
め
る
意
見
書�

【
発
議
案
第
2
号
】

◇
自
衛
隊
の
南
ス
ー
ダ
ン
Ｐ
Ｋ
Ｏ
派
遣
部
隊
に
安

保
法
制
に
基
づ
く
新
た
な
任
務
を
付
与
す
る
こ
と

を
中
止
し
、
現
地
か
ら
撤
退
さ
せ
る
こ
と
を
求
め

る
意
見
書�

【
発
議
案
第
3
号
】

◇
木
更
津
基
地
へ
の
米
軍
機
オ
ス
プ
レ
イ
定
期
整

備
拠
点
化
と
自
衛
隊
へ
の
オ
ス
プ
レ
イ
配
備
の
中

止
を
求
め
る
意
見
書�

【
発
議
案
第
4
号
】

◇
沖
縄
県
東
村
高
江
に
派
遣
し
て
い
る
千
葉
県
警
機

動
隊
の
撤
収
を
求
め
る
意
見
書�

【
発
議
案
第
5
号
】

◇
公
立
小
中
学
校
の
改
修
費
用
に
対
す
る
国
か
ら
の
抜
本

的
な
予
算
拡
充
を
求
め
る
意
見
書�

【
発
議
案
第
6
号
】

◇
給
付
制
奨
学
金
の
創
設
と
学
費
負
担
軽
減
を
求

め
る
意
見
書�

【
発
議
案
第
7
号
】

◇
小
児
が
ん
の
医
療
福
祉
充
実
を
求
め
る
意
見
書

�

【
発
議
案
第
8
号
】

◇
東
京
電
力
柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所（
新
潟
県
）の

再
稼
働
中
止
を
求
め
る
意
見
書�

【
発
議
案
第
9
号
】

◇
政
治
分
野
へ
の
男
女
共
同
参
画
推
進
法
の
制
定

を
求
め
る
意
見
書�

【
発
議
案
第
10
号
】

◇
都
市
再
生
機
構
管
理
賃
貸
住
宅
の
無
制
限
な
家

賃
値
上
げ
を
や
め
、
住
宅
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の

機
能
強
化
等
を
求
め
る
意
見
書�

【
発
議
案
第
12
号
】

特
別
委
員
会
の
設
置
に
つ
い
て

◇
海
老
川
上
流
地
区
の
ま
ち
づ
く
り
調
査
研
究
特

別
委
員
会
の
設
置
に
つ
い
て�

【
発
議
案
第
11
号
】

委
員
会
の
構
成
（
15
人
）

委
員
長	

石
崎　

幸
雄	

副
委
員
長	

つ
ま
が
り
俊
明

委　

員	

島
田
た
い
ぞ
う	

佐
藤　

重
雄

	

小
平　

奈
緒	

浅
野　

賢
也

	

藤
代
清
七
郎	

鈴
木　

和
美

	

渡
辺　

賢
次	

石
川
り
ょ
う

	

桜
井　

信
明	

池
沢
み
ち
よ

	

藤
川　

浩
子	

斉
藤　
　

誠

	

岩
井　

友
子

議
案
の
概
要
今
定
例
会
に
市
長
及
び
議
員
が
提
出
し
た
議
案
の
内
容
で
す
。
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2＜議案の概要＞



新
成

齊
藤
　
和
夫

第
１
号

質
問 

放
課
後
ル
ー
ム
５
ケ
所
の
増
設
に
伴

い
新
た
に
必
要
と
な
る
支
援
員
・
補
助
員
は
何

名
か
。ま
た
欠
員
解
消
の
た
め
の
取
り
組
み
は
。

答
総
務
部
長　
支
援
員
15
名
程
度
、
補
助
員

5
名
程
度
が
必
要
。
単
価
の
引
き
上
げ
等
で
採

用
人
数
は
伸
び
て
お
り
、
今
後
も
積
極
的
な
採

用
活
動
に
努
め
る
。
ま
た
、
定
着
率
を
上
げ
る

た
め
、
退
職
し
た
支
援
員
に
可
能
な
限
り
退
職

理
由
を
聞
き
、
で
き
る
こ
と
か
ら
改
善
す
る
。

第
13
号
・
第
15
号

質
問 

非
公
募
に
よ
り
指
定
管
理
者
を
選
定

し
て
い
る
が
、
他
に
候
補
者
が
い
な
い
に
も
関

わ
ら
ず
採
点
方
式
で
審
査
を
行
う
こ
と
に
違
和

感
を
覚
え
る
。
対
象
事
業
や
指
定
管
理
者
と
な

る
団
体
の
性
格
に
合
わ
せ
、
も
っ
と
柔
軟
で
創

意
工
夫
の
感
じ
ら
れ
る
方
法
を
考
え
て
は
。

答
総
務
部
長　
指
定
管
理
者
の
適
不
適
の
判

断
方
法
と
し
て
、
今
の
と
こ
ろ
採
点
方
式
を

取
っ
て
い
る
が
、
一
者
の
場
合
に
採
点
方
式
が

必
ず
し
も
適
切
か
は
、今
後
も
研
究
し
て
い
く
。

市
民
社
会
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク浦田

　
秀
夫

第
１
号

質
問 

国
に
対
し
、
補
助
単
価
や
補
助
率
の

引
き
上
げ
を
求
め
、
ト
イ
レ
な
ど
学
校
校
舎
の

老
朽
化
対
策
を
加
速
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
管
理
部
長　
国
へ
財
政
支
援
を
要
望
し
た

い
。
ト
イ
レ
改
修
な
ど
老
朽
化
対
策
は
、
バ
ラ

ン
ス
を
考
え
計
画
的
に
進
め
て
い
き
た
い
。

質
問 

放
課
後
ル
ー
ム
の
支
援
員
を
確
保
す
る

た
め
に
常
勤
の
支
援
員
を
採
用
す
る
考
え
は
。

答
総
務
部
長　

職
員
配
置
を
含
む
放
課
後

ル
ー
ム
の
運
営
体
制
を
子
育
て
支
援
部
と
協
議

し
て
い
る
。
ど
の
よ
う
な
形
態
の
職
員
を
配
置
す

べ
き
か
、
今
年
度
中
に
は
方
向
性
を
示
し
た
い
。

第
７
号

質
問 

28
年
度
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
申
請

者
は
人
口
の
１
割
の
み
で
、
印
鑑
登
録
証
明
書

発
行
枚
数
の
４
割
が
自
動
交
付
機
を
利
用
し
て

い
る
中
、自
動
交
付
機
廃
止
は
時
期
尚
早
で
は
。

答
市
民
生
活
部
長　

自
動
交
付
機
の
製
造

メ
ー
カ
ー
が
製
造
を
や
め
、
機
器
の
故
障
に
対

応
で
き
な
く
な
る
の
で
廃
止
す
る
も
の
。

民
進
党

岡
田
　
と
お
る

第
１
号

質
問 

取
掛
西
貝
塚
は
全
国
的
に
見
て
も
歴

史
的
価
値
が
高
く
、「
み
ん
な
で
守
ろ
う
取
掛

西
貝
塚
」
を
合
言
葉
に
、
こ
れ
以
上
の
開
発
を

防
ぐ
べ
き
。
全
庁
を
挙
げ
て
観
光
資
源
と
し
て

い
く
、
強
い
姿
勢
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答
生
涯
学
習
部
長　

確
認
調
査
を
実
施
し
、

遺
跡
の
正
確
な
広
が
り
と
歴
史
的
価
値
を
確
定

す
る
予
定
。
結
果
に
よ
っ
て
国
の
指
定
史
跡
化
を

目
指
し
た
い
。
船
橋
の
歴
史
遺
産
と
し
て
関
係

課
と
調
整
し
つ
つ
遺
跡
の
普
及
・
活
用
を
図
る
。

質
問 

（
仮
称
）
塚
田
第
二
小
学
校
の
詳
細
な

設
計
は
未
定
と
の
こ
と
だ
が
、
通
学
路
の
安
全

対
策
と
し
て
は
校
門
の
場
所
は
敷
地
南
東
部
、

温
浴
施
設
の
前
が
最
も
ふ
さ
わ
し
い
の
で
は
。

答
管
理
部
長　

今
後
、
基
本
設
計
を
実
施
す

る
中
で
、
校
舎
等
の
配
置
と
と
も
に
校
門
の
位

置
も
検
討
す
る
。
ま
た
、
関
係
部
署
と
協
議
の

上
、
学
校
建
設
予
定
地
に
面
し
た
道
路
の
歩
道

の
拡
幅
な
ど
も
含
め
、
児
童
の
安
全
を
十
分
に

考
慮
し
て
、
全
体
の
配
置
等
を
決
定
し
た
い
。

公
明
党

石
崎
　
幸
雄

第
１
号

質
問 

文
化
財
保
存
費
（
取
掛
西
貝
塚
保
存

事
業
費
）
は
本
市
「
文
化
財
保
護
の
黎
明
」
と

言
え
る
施
策
で
あ
る
。
縄
文
時
代
の
遺
跡
か
ら

出
土
し
た
人
骨
分
析
か
ら
縄
文
時
代
は
日
本
列

島
の
北
へ
行
く
ほ
ど
女
性
の
妊
娠
・
出
産
が
多

か
っ
た
な
ど
の
調
査
発
表
も
あ
る
。
市
内
に
は

２
０
０
ケ
所
以
上
の
遺
跡
が
あ
り
、
順
次
調
査

が
行
わ
れ
て
い
る
。
埋
蔵
文
化
行
政
全
体
を
進

め
る
た
め
に
は
、
埋
蔵
文
化
財
の
保
護
と
活
用

に
つ
い
て
明
確
な
方
針
を
持
ち
施
策
が
実
現
で

き
る
組
織
と
専
門
職
員
、
適
切
な
財
政
措
置
が

必
要
だ
が
、
体
制
は
構
築
さ
れ
て
い
る
か
。
ま

た
、
遺
跡
保
存
に
は
史
跡
指
定
の
ほ
か
公
園
の

中
に
遺
跡
を
取
り
込
む
方
法
も
あ
る
が
見
解
は
。

答
生
涯
学
習
部
長　

考
古
職
は
体
制
強
化
を

図
り
現
在
14
名
。
職
員
も
適
切
に
配
置
し
、
遺

跡
の
発
掘
調
査
・
保
存
・
活
用
に
迅
速
か
つ
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
取
掛
西
貝
塚
は
遺

跡
の
正
確
な
広
が
り
と
価
値
を
確
定
し
、
検
討

委
員
会
を
立
ち
上
げ
、国
指
定
史
跡
を
目
指
す
。

日
本
共
産
党

関
根
　
和
子

第
１
号

質
問 

今
回
の
放
課
後
ル
ー
ム
増
設
で
も
待

機
児
童
は
解
消
し
な
い
。ど
う
対
応
す
る
の
か
。

答
子
育
て
支
援
部
長　

放
課
後
ル
ー
ム
の
増

設
が
必
要
と
判
断
さ
れ
る
場
合
に
、
校
舎
内
の

余
裕
教
室
、
学
校
の
敷
地
内
を
当
た
る
こ
と
や
、

そ
れ
が
困
難
な
場
合
に
は
学
校
敷
地
外
の
設
置
、

民
間
施
設
の
利
用
な
ど
を
検
討
し
て
対
応
す
る
。

質
問 

準
要
保
護
児
童
の
小
学
校
入
学
準
備

に
か
か
る
援
助
費
の
支
給
日
の
変
更
に
つ
い
て

は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

答
学
校
教
育
部
長　

他
自
治
体
の
例
な
ど
を

十
分
に
参
考
に
し
、
方
針
を
検
討
す
る
。

質
問 

平
成
30
年
度
か
ら
の
学
校
ト
イ
レ
改

修
の
対
象
と
し
て
73
校
、
１
３
８
系
統
が
残
さ

れ
て
い
る
。
改
修
計
画
を
早
め
る
た
め
の
予
算

づ
け
を
検
討
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
管
理
部
長　

体
育
館
等
の
天
井
落
下
防
止

対
策
は
３
年
程
度
で
終
了
す
る
予
定
で
あ
る
の

で
、
そ
の
時
点
で
ト
イ
レ
改
修
に
つ
い
て
計
画

を
見
直
す
こ
と
が
で
き
る
か
協
議
す
る
。

議

案

質

疑
今
定
例
会
に
提
出
さ
れ
た
議
案
に
つ
い
て
、
質
疑
し
た
も
の
で
す
。
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自
　
由
　
市
　
政
　
会

新春のお喜びを申し上げます
本年が市民の皆様にとり幸多い年となりますようお祈りいたします

私たち自由市政会は、昨年12月末に3つの保守系会派が合流し
て誕生した新しい会派です。
3名の議長経験者を擁し、ベテランから若手まで、多様な経験
と見識を有する12名が心ひとつに活動しています。
昨今、地方議会を巡る不祥事が相次いで発生し、地方議会また
議員の活動に対し市民の皆様の厳しい視線が注がれています。私
たちは、市民の代表として市政をチェックし、税金の使い道をは
じめ市の進むべき道を決定する議決機関としての役割をしっかり
と果たしていくとともに、地域に根差した活動を通じて、皆様の
声を市政に反映していきたいと考えます。
市制施行80周年の節目にあたり、「守るべきものは守り、改め
るべきものは改める」という良識ある保守の立場から、安定した
市政の発展に貢献してまいります。

滝口 一馬　藤代 清七郎　鈴木 ひろ子　小平 奈緒　島田 たいぞう　渡辺 賢次
	 川井 洋基	 中村 静雄	 日色 健人	 七戸 俊治	 長谷川 大	 大矢 敏子

会派の抱負
平成29年（2017年）1月25日　　ふなばし市議会だより　№227ふなばし市議会だより　№227　　平成29年（2017年）1月25日
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公
　
明
　
党

新
年
あ
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

新
春
を
迎
え
、
私
た
ち
公
明
党
市
議

団
10
名
も
決
意
新
た
に
活
動
を
ス
タ
ー

ト
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

未あ
し
た来
に
向
け
て
力
強
く
発
展
し
続
け

る「
わ
が
街
・
船
橋
」の
課
題
を
、
持
ち

前
の「
小
さ
な
声
を
聞
く
力
」
を
最
大

限
に
活
用
し
、
議
会
活
動
に
お
い
て
実

現
を
図
り
ま
す
。

ま
た
地
域
の
声
を
国
政
に
届
け
、
連

携
を
取
り
な
が
ら
課
題
解
決
を
目
指
し

て
参
り
ま
す
。

動
き
・
語
り
・
躍
動
す
る
公
明
党
市

議
団
に
皆
様
の
声
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

鈴木 いくお　　桜井 信明　　鈴木 心一　　木村 修　　松橋 浩嗣
	 橋本 和子	 石崎 幸雄	 斎藤 忠	 松嵜 裕次	 藤川 浩子

会派の抱負

１ 農業・漁業後継者を応援し
ます。

２ 商工業活性化をめざします。
３ 労働環境改善をめざします。

民　　進　　党

   岡田 とおる　　     斉藤 誠　　     三橋 さぶろう
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会派の抱負

日
本
共
産
党

中沢 学　　佐藤 重雄　　坂井 洋介　　岩井 友子
金沢 和子　　関根 和子　　松崎 佐智　　渡辺 ゆう子

憲法をまもり生かすために、今年も全力を尽くします
昨年の臨時国会では、TPP（環太平洋連携協定）承認と関連法、年金カッ
ト法、カジノ解禁推進法などの強行採決が次つぎに行われました。多くの
国民が反対し、慎重な審議をもとめていたにもかかわらず、国会と国民を
ないがしろにした安倍政権の責任はきわめて重大です。
一方、安保法制反対に立ちあがった市民の運動は、安倍政権を許さず、
憲法擁護、立憲主義をめざす、新しい政治をつくる動きに発展してきました。
日本共産党は、野党と市民の共闘をさらに大きく発展させるために、み
なさんと一緒に頑張ります。

明けましておめでとうございます 

　市民社会ネットワークは、市民派
の議員で構成する会派です。
　「生まれてよかった」「住んでよかっ
た」「長生きしてよかった」そんな船
橋市を市民の皆さんとご一緒に実現
します。
　今年も子育て支援、安心・安全な
まちづくり、医療・介護の充実、自
然環境保全に全力で取り組んでまい
ります。
　皆さんの想い、願いをお寄せくだ
さい。市政に届け実現します。

市民社会ネットワーク

朝倉 幹晴　  池沢 みちよ　  三宅 桂子　  浦田 秀夫

明
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

平成29年（2017年）1月25日　　ふなばし市議会だより　№227ふなばし市議会だより　№227　　平成29年（2017年）1月25日
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会派の抱負

新
　
成

船
橋
清
風
会

新年あけましておめでとうございます 
 市民の皆様には、お健やかに新春をお迎えのことと、心よりお慶び申しあ
げます。我が会派「新成」は、市民に開かれた議会を目指し、未来に誇れる
まちづくりに本年も全力で取り組んでまいります。皆様のより一層のご支援、
ご指導を賜りますようよろしくお願い申しあげます。

「新春のお慶びを申し上げます」
船橋清風会は一人一人が、自身の育った地域に根差し、地域の発展のため、

力を合わせて取り組んでおります。一人の力から会派の力に変えることで、
市政と市民の為に大きく、力強く働きます。

自由民主党公認候補として当選した責任感を持って国、県との強い連携
を活かし、今後も福祉向上に努めて参ります。

       高橋 けんたろう　　  つまがり 俊明　          齊藤 和夫　　　　　　　　
　                     うめない 幹雄　　　     神田 廣栄　　　　   石川 りょう

浅野 賢也　　　杉川 浩　　　長野 春信
	 滝口 宏	 鈴木 和美	 佐々木 克敏
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予
算
特
別
委
員
会

議
案第

1
号
は
、「
債
務
負
担
行
為
に
指
定
管
理
者

制
度
が
含
ま
れ
る
の
で
、
賛
成
で
き
な
い
」
と

の
反
対
討
論
、「
取
掛
西
貝
塚
の
国
指
定
史
跡

を
目
指
し
た
国
・
県
と
の
協
議
と
調
査
保
存
を

求
め
る
」「
学
校
の
整
備
・
改
修
に
つ
い
て
財

源
確
保
と
着
実
な
実
施
を
求
め
る
」「
福
祉
サ
ー

ビ
ス
の
支
給
対
象
者
に
わ
か
り
や
す
い
案
内
を

求
め
る
」「
待
機
児
童
対
策
と
放
課
後
ル
ー
ム

支
援
員
・
補
助
員
の
確
保
に
尽
力
願
う
」
と
の

賛
成
討
論
が
あ
り
、
賛
成
多
数
で
可
決
し
た
。

総
務
委
員
会

議
案第

3
号
は
、「
制
限
は
あ
る
も
の
の
、
支
援
の

枠
が
拡
充
さ
れ
た
こ
と
は
望
ま
し
い
」「
雇
用

保
険
の
な
い
公
務
員
が
失
業
し
た
場
合
の
生
活

支
援
や
再
就
職
支
援
を
す
る
た
め
の
制
度
で
あ

る
」「
市
職
員
の
労
働
環
境
を
よ
り
よ
く
す
る

こ
と
は
、
市
民
へ
の
サ
ー
ビ
ス
に
つ
な
が
る
」

と
の
賛
成
討
論
が
あ
っ
た
。

第
18
号
は
、「
一
般
職
の
引
き
上
げ
に
合
わ
せ

て
、
同
率
で
特
別
職
と
議
員
の
期
末
手
当
を
値

上
げ
す
る
の
に
は
、
合
理
的
な
理
由
が
な
い
」

と
の
反
対
討
論
が
あ
っ
た
。

第
20
号
は
、「
弁
護
士
で
あ
り
、経
験
豊
富
で
、

保
護
者
の
立
場
で
も
あ
る
。
年
齢
的
に
若
く
、

い
ろ
い
ろ
な
方
々
の
意
見
や
要
望
を
集
約
し
て

い
き
な
が
ら
教
育
の
交
流
に
努
め
て
い
た
だ
け

る
方
だ
と
思
う
」「
特
段
問
題
点
が
な
い
。
法

曹
界
の
方
な
の
で
、
特
に
子
供
の
人
権
を
守
る

こ
と
、
さ
ま
ざ
な
分
野
で
法
令
を
遵
守
す
る
こ

と
に
、
知
見
を
生
か
し
て
活
躍
し
て
ほ
し
い
」

と
の
賛
成
討
論
が
あ
っ
た
。

採
決
の
結
果
、
第
3
号
は
全
会
一
致
で
、
第

18
号
は
賛
成
多
数
で
可
決
、
第
20
号
は
全
会
一

致
で
同
意
し
た
。

健
康
福
祉
委
員
会

議
案第

13
号
は
、「
市
と
指
定
管
理
者
の
医
療
公
社

が
一
体
と
な
っ
て
、
医
師
の
勤
務
環
境
の
整
備

を
十
分
に
し
て
も
ら
い
た
い
」「
こ
の
ケ
ー
ス

だ
け
は
指
定
管
理
で
、
医
療
公
社
に
受
け
て
も

ら
う
し
か
な
い
。
医
師
会
と
の
関
係
等
は
整
理

し
直
し
て
ほ
し
い
」
と
の
賛
成
討
論
が
あ
り
、

採
決
の
結
果
、
全
会
一
致
で
可
決
し
た
。

第
14
号
は
、「
現
従
業
員
の
仕
事
を
保
証
し
た

上
で
、
直
営
に
す
べ
き
」
と
の
反
対
討
論
が
あ

り
、
採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数
で
可
決
し
た
。

市
民
環
境
経
済
委
員
会

議
案

第
15
号
は
、「
市
が
直
営
で
市
民
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
し
て
い
く
こ
と
を
求
め
る
」
と
の
反
対
討

論
、「
安
定
し
た
管
理
運
営
を
行
え
る
実
績
及

び
能
力
を
有
し
て
い
る
こ
と
な
ど
を
総
合
的
に

判
断
し
て
賛
成
」「
魅
力
的
な
施
設
に
な
る
こ

と
と
多
く
の
方
々
が
来
場
さ
れ
る
こ
と
を
期
待

す
る
」「
よ
り
良
い
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
と

施
設
で
働
く
方
の
雇
用
の
保
証
、
安
定
し
た
事

業
を
求
め
る
」
と
の
賛
成
討
論
が
あ
っ
た
。

採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数
で
可
決
し
た
。

建
設
委
員
会

議
案第

9
号
は
、「
津
田
沼
駅
や
北
習
志
野
駅
に
つ

い
て
も
、
歩
道
上
の
駐
輪
場
の
問
題
解
決
を
求

め
る
」
と
の
賛
成
討
論
が
あ
っ
た
。

第
16
号
は
、「
事
業
計
画
に
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約

登
録
の
視
点
が
な
い
」
と
の
反
対
討
論
、「
素
晴
ら

し
い
施
設
と
し
て
ほ
し
い
。
開
設
後
、稼
働
率
や

収
支
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
き
た
い
」「
指
定
管
理

者
選
定
過
程
の
公
正
性
に
注
意
す
る
こ
と
、ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
育
成
、災
害
時
の
安
全
や
ア
ク
セ
ス

の
確
保
等
を
求
め
る
」と
の
賛
成
討
論
が
あ
っ
た
。

採
決
の
結
果
、第
9
号
は
全
会
一
致
で
、第
16

号
は
賛
成
多
数
で
可
決
し
た
。

文
教
委
員
会

議
案第

17
号
は
、「
貧
困
の
格
差
を
広
げ
、
図
書
館

の
質
の
低
下
、
市
民
の
知
る
自
由
と
表
現
の
自

由
も
侵
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
他
市
で
も
問
題
が

続
出
し
て
い
る
」
と
の
反
対
討
論
、「
新
し
い

サ
ー
ビ
ス
拡
充
が
計
画
さ
れ
、
期
待
で
き
る
。

な
お
、
直
営
の
西
図
書
館
と
連
携
し
、
管
理
運

営
の
点
検
や
評
価
を
要
望
」「
市
が
適
切
と
判

断
し
た
候
補
者
に
魅
力
あ
る
図
書
館
の
実
現
を

期
待
。
問
題
点
の
改
善
が
重
要
な
の
で
、
利
用

者
の
声
を
集
約
し
、
期
待
に
応
え
る
こ
と
を
要

望
」「
民
間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
し
、
市
民
が

喜
ぶ
よ
う
に
取
り
組
み
、
愛
さ
れ
る
図
書
館
に

な
る
よ
う
期
待
」
と
の
賛
成
討
論
が
あ
っ
た
。

採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数
で
可
決
し
た
。

議
会
運
営
委
員
会

発
議
案

第
11
号
は
、「
特
別
委
員
会
が
設
置
さ
れ
た
場

合
、
地
権
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
踏
ま

え
、
各
委
員
が
慎
重
に
発
言
を
し
な
い
と
い
け

な
い
」「
海
老
川
上
流
地
区
は
今
の
ま
ま
放
置

す
れ
ば
、
乱
雑
な
開
発
を
さ
れ
て
し
ま
う
可
能

性
が
危
惧
さ
れ
る
。
今
の
所
有
者
、
農
業
経
営

者
を
保
護
す
る
手
法
に
つ
い
て
も
研
究
す
る
必

要
が
あ
る
」
と
の
賛
成
討
論
が
あ
っ
た
。

採
決
の
結
果
、
全
会
一
致
で
可
決
し
た
。

議

長
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各
委
員
会
の
報
告
委
員
会
付
託
さ
れ
た
議
案
・
発
議
案
・
陳
情
等
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
担
当
す
る
内
容
を
専
門
的

に
話
し
合
い
、
委
員
会
と
し
て
の
結
論
を
本
会
議
に
報
告
し
ま
す
。



議会運営委員会

第4回定例会に提出される議案等の説明を受け、会期や審議日程等について協議を行いました。また、ICT
化への取り組みについて、システム等の導入を進めることを決定しました。
11月14日　会議
・第4回定例会の審議日程等について

閉会中の委員会報告
議会の閉会中においても、所管に係る懸案事項などについて調査研究をします。前定例会閉会後から

今定例会開会前までに開催された各委員会の活動を報告します。

総務委員会
広島市では、「水の都ひろしま」づくりについて、構想の概要、取り組み事例等の説明を受け、質疑を行いました。
その後、現地、京橋川地区「水辺のオープンカフェ」にて説明を受けました。高槻市では、防災対策・防災計画について、
視察を行いました。震災後の防災計画の見直しの視点等の説明を受け、質疑
を行いました。また、東京湾ツーリズム旅客船運航実証実験事業の結果報告
及び今後の方針、契約について、所管課から説明を受け、質疑を行いました。
10月26日、 27日　視察　
・広島市（「水の都ひろしま」づくりについて）　
・高槻市（防災対策・防災計画について）

11月9日　会議　
・東京湾ツーリズム旅客船運航実証実験事業の結果報告及び今後の方針について
・契約について

議

長

健康福祉委員会

堺市では、堺市立総合医療センターについて、現在の医療センター建
て替えに至る経緯や、それに係る議会対応、三次救急医療機関としての
体制整備についての説明を受けた後、質疑及び施設見学を行いました。
大府市では、ウェルネスバレー構想について、計画の経緯や事業の推
進体制、土地利用計画について担当者より説明を受けた後、質疑及びウェ
ルネスバレー地区へ現地見学を行いました。
10月26日、 27日　視察
・堺市（堺市立総合医療センターについて） 
・大府市（ウェルネスバレー構想について）

広島市の水辺のオープンカフェでの視察の様子

堺市での視察の様子

市民環境経済委員会

船橋市地方卸売市場において、現状や取り組みなどについて参考とするため、競り等を見学しながら、説明
を受けました。
函館市では、観光行政、空き家対策及び水産物地方卸売市場について、函館朝市協同組合連合会では、函館
朝市誘客の取り組みについて、弘前市では、総合窓口システム・ワンストッ
プサービスについて、それぞれ説明を受け、質疑を行いました。
10月21日　
　・市内視察（�地方卸売市場の現状や取り組みについて）
10月31日～11月2日　視察　
　・函館市（�観光行政について／空き家対策について ／水産物地方卸売市場について）
　・函館朝市協同組合連合会（�函館朝市への誘客の取り組みについて）
　・弘前市（�総合窓口システム・ワンストップサービスについて）

函館市での視察の様子

次
ペ
ー
ジ
へ
つ
づ
く
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文教委員会

鹿児島県では、埋蔵文化財の調査、保存及び活用について、鹿児島県上野原縄文の森・鹿児島県立埋蔵文化
財センター・埋蔵文化財調査センターで担当者から説明を受けて質疑を行った後、施設を見学しました。
福岡市では、教育委員会における子供の貧困対策について、各担当者
から説明を受けて質疑を行いました。
10月31日　会議
　・埋蔵文化財の調査、保存及び活用について
　・船橋市文化振興基本方針（素案）について
　・船橋市図書館指定管理者候補者の選定結果について
11月8日、 9日　視察
　・鹿児島県（埋蔵文化財の調査、保存及び活用について）
　・福岡市（教育委員会における子供の貧困対策について）

広報委員会
市議会だよりの紙面見直し検討に当たり、請願陳情審査や発議案質疑の掲載、1面写真の取り扱い、新たなレ
イアウト案作成の業者依頼等について協議しました。また、ウエブの掲載情報の検討について提起されたほか、
視察の実施を決定しました。
10月19日　会議
　・平成28年第3回定例会市議会だより226号について　　・会派提案の協議事項について
　・過去の情報のウエブ掲載に関する検討について　　　　・行政視察について

建設委員会

豊田市では、緑の基本計画の概要や市街地の公園の配置率向上、道路
緑化の整備方針等について説明を受け、公園等を視察しました。
名古屋市では、緑の基本計画の概要や都市公園の整備に関する各事業
について及び街路樹再生指針の概要や具体的な施策について説明を受
け、実際の事例について現地を視察しました。
11月7日、８日　視察
　・豊田市（豊田市緑の基本計画について）
　・名古屋市（なごや緑の基本計画2020について／街路樹再生指針について）

名古屋市の川名公園での視察の様子

鹿児島県立埋蔵文化財センターでの視察の様子

予定審議日程
月日（曜日） 開会予定時間 主　な　議　事

２月１７日㈮ 午前10時 開会、会期の決定、市政執行方針及び提案説明、
発議案提案説明

２月2７日㈪
    ～3月３日㈮ 午前10時 質疑

３月 ６日㈪ 午前10時 質疑、議案の付託、請願陳情の付託
３月 ７日㈫ 午前10時 発議案質疑/付託
３月 ９日㈭ 未　定 総務委員会
３月１０日㈮ 未　定 健康福祉委員会
３月１３日㈪ 未　定 市民環境経済委員会
３月1４日㈫ 未　定 建設委員会
３月１５日㈬ 未　定 文教委員会
３月1７日㈮、

21日㈫～２３日㈭ 未　定 予算特別委員会

３月２８日㈫ 午前10時 付託事件の審査報告と採決、閉会
「ふなばし市議会だより」に対するご意見・ご感想をお寄せください。
〒 ２７３－８５０１ 船橋市湊町 ２－10－２５　船橋市議会　広報委員会
電　話  ０４７-４３６-３０１２　ＦＡＸ  ０４７-４３６-３０１３
Ｅメール　gikai-chosa@city.funabashi.lg.jp

◎第 1回定例会は 2月 17 日㈮開会の予定です
請願・陳情の受理期限は、2月16日（木）午後5時です。 傍聴のご案内

市内公衆浴場でも
「ふなばし市議会だより」

を入手できます
船橋浴場組合のご協力により、今号より市内公衆浴場11ケ所
に市議会だよりを設置します。

〈設置場所〉
①寿湯（本中山4）	 ②桔梗湯（本中山3）	 ③多津の湯（海神6）
④浜町浴場（浜町1）	⑤湊町松の湯（本町3）	⑥紅梅湯（南本町）
⑦滝の湯（本中山2）	⑧クアパレス（薬円台4）
⑨第二一の湯（南本町）⑩湊湯（湊町3）⑪宮の湯（宮本6)

本会議や委員会は傍聴することができます。
なお、会議を傍聴する間、小さなお子さん（1

歳児から就学前の幼児が対象）をお預かりす
ることができますので、希望者は利用日の1週
間前までに議会事務局庶務課へお申し込みく
ださい。（電話047-436-3012）
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一

般

質

問
市
の
一
般
事
務
に
関
し
て
、
事
務
の
執
行
状
況
、
将
来
の
方
針
等
の
所
信
や
疑
問
を
た
だ
し
、

あ
る
い
は
報
告
や
説
明
を
求
め
る
も
の
で
す
。

切
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
る
こ
と
も
必
要
で
は
。

答
生
涯
学
習
部
長　

交
流
事
業
で
は
子
供
た

ち
が
目
を
輝
か
せ
て
お
り
、
崇
高
な
メ
ッ
セ
ー

ジ
が
伝
え
ら
れ
た
と
考
え
る
。
今
後
も
ス
ポ
ー

ツ
の
魅
力
や
精
神
を
感
じ
ら
れ
る
事
業
の
実
施

を
関
係
団
体
と
連
携
協
議
し
た
い
。

若
年
層
の
投
票
率

自
由
民
主
党
　
小
平
　
奈
緒

質
問 

平
成
28
年
７
月
に
参
議
院
議
員
選
挙

が
行
わ
れ
た
が
、
若
年
層
の
投
票
率
向
上
に
向

け
て
、
ど
の
よ
う
な
啓
発
事
業
に
取
り
組
ん
だ

か
。
ま
た
、
本
市
の
18
歳
、
19
歳
の
若
年
層
の

投
票
率
は
ど
う
だ
っ
た
の
か
。

答
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
長　

市
内
の
大

学
、
高
校
、
専
門
学
校
で
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
や

啓
発
物
資
の
配
架
、
高
校
生
を
対
象
と
し
た
出

前
講
座
を
実
施
。
そ
の
結
果
、
本
市
の
18
歳
、

19
歳
の
投
票
率
は
全
国
平
均
を
上
回
っ
た
。

松
戸
市
長
の
今
後
の
市
政
運
営

自
由
民
主
党
　
七
戸
　
俊
治

質
問 
市
長
の
政
治
姿
勢
に
基
づ
く
数
々
の

取
り
組
み
に
よ
り
、
本
市
は
住
み
や
す
く
魅
力

あ
る
ま
ち
と
し
て
評
価
さ
れ
て
い
る
。
29
年
の

市
長
選
挙
に
出
馬
し
、
引
き
続
き
本
市
の
ま
ち

づ
く
り
を
担
っ
て
ほ
し
い
が
、市
長
の
考
え
は
。

答
市
長　

本
市
は
、
29
年
に
市
制
80
周
年
を

迎
え
、
今
、
非
常
に
活
力
が
あ
る
状
況
で
大
き

く
変
わ
る
こ
と
が
で
き
る
非
常
に
大
切
な
と
き
。

市
民
に
一
層
愛
さ
れ
、
全
国
に
誇
れ
る
市
の
実

現
に
向
け
、
引
き
続
き
全
力
を
注
ぎ
た
い
。

市
内
の
「
通
り
」
に
親
し
み
の
あ
る
愛
称
を

自
由
民
主
党
　
滝
口
　
一
馬

質
問 

観
光
者
に
親
し
み
を
感
じ
て
も
ら
う

た
め
に
も
、愛
称
を
付
け
る
こ
と
は
重
要
で
は
。

答
企
画
財
政
部
長　

回
遊
性
を
高
め
る
有
効

な
手
段
な
の
で
、道
路
部
と
連
携
し
検
討
す
る
。

 

生
活
・
安
全

消
防
庁
舎
等
整
備
事
業

市
政
会
　
日
色
　
健
人

質
問 

消
防
局
・
中
央
消
防
署
合
同
庁
舎
建

替
え
に
つ
い
て
、
現
在
基
本
構
想
を
策
定
中
と

の
こ
と
だ
が
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
プ
ラ
ン

が
検
討
さ
れ
て
い
る
の
か
。

答
消
防
局
長　

１
つ
目
と
し
て
現
庁
舎
の
改

修
・
耐
震
補
強
を
、
２
つ
目
と
し
て
現
地
で
の

建
替
え
、
３
つ
目
と
し
て
市
役
所
第
一
駐
車
場

へ
の
建
替
え
、
４
つ
目
と
し
て
そ
の
他
の
場
所

へ
の
消
防
局
の
移
転
及
び
中
央
消
防
署
と
し
て

の
再
利
用
と
、以
上
の
４
案
を
検
討
し
て
い
る
。

質
問 

現
地
建
替
え
な
い
し
市
役
所
第
一
駐

車
場
へ
の
建
替
え
の
場
合
、
高
度
利
用
が
可
能

な
地
区
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
他
の
行
政
機
能
や

駐
車
場
、
テ
ナ
ン
ト
や
マ
ン
シ
ョ
ン
等
の
機
能 

 

企
画
・
財
政

戦
争
法
＝
安
保
法
制
に
対
す
る
市
長
の
認
識

日
本
共
産
党
　
松
崎
　
佐
智

質
問 

自
衛
隊
が
海
外
で
人
を
殺
せ
ば
、
基

地
は
報
復
対
象
に
な
り
か
ね
な
い
。
違
憲
の
戦

争
法
を
許
さ
な
い
決
意
と
見
識
を
示
す
べ
き
。

答
市
長　
国
の
専
管
事
項
を
市
議
会
で
述
べ

る
べ
き
で
な
い
が
、
市
民
が
い
か
に
平
和
に
生

活
で
き
る
か
と
い
う
努
力
は
当
然
と
考
え
る
。

質
問 

習
志
野
基
地
に
は
市
民
の
隊
員
が
約

１
３
０
０
人
。
市
民
の
安
全
を
守
る
事
務
は
自

治
事
務
に
属
す
る
。「
国
防
は
国
の
専
管
」
と

い
う
話
と
は
次
元
が
違
う
問
題
で
は
な
い
か
。

答
市
長　

市
と
し
て
や
る
べ
き
こ
と
を
や
る
。

男
性
職
員
の
育
児
休
業
取
得
率
向
上
に
向
け
て

新
成
　
石
川
　
り
ょ
う

質
問 

取
得
し
た
い
の
か
否
か
、
ま
た
、
取

得
で
き
な
い
要
因
は
何
か
な
ど
、
ま
ず
子
育
て

世
代
の
男
性
職
員
の
意
識
を
調
査
す
べ
き
で
は
。

答
総
務
部
長　

今
後
、
調
査
を
実
施
し
た
い
。

２
０
１
９
年
ラ
グ
ビ
ー
Ｗ
杯
を
契
機
に

新
成
　
つ
ま
が
り
　
俊
明

質
問 

ラ
グ
ビ
ー
Ｗ
杯
を
地
域
活
性
化
に
活

か
す
た
め
に
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
き
た
か
。

答
企
画
財
政
部
長　

ク
ボ
タ
ス
ピ
ア
ー
ズ
と

平
成
28
年
６
月
に
相
互
連
携
協
定
を
締
結
し
た
。

質
問 

ラ
グ
ビ
ー
に
お
け
る
ノ
ー
サ
イ
ド
や

フ
ェ
ア
プ
レ
イ
な
ど
社
会
生
活
に
つ
な
が
る
大

強豪スコットランド代表と金杉台小学校の交流事業

選挙制度に関する出前講座の様子（県立船橋二和高校）
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質
問 

障
害
と
い
う
言
葉
の
イ
メ
ー
ジ
か
ら
、

病
気
の
場
合
は
関
係
な
い
と
思
わ
れ
が
ち
だ
が
、

う
つ
病
・
ガ
ン
・
脳
卒
中
・
心
筋
梗
塞
・
糖
尿
病

等
も
、
そ
の
状
態
に
よ
っ
て
支
給
さ
れ
る
こ
と

が
あ
る
。
年
金
を
納
め
て
い
る
間
に
何
が
起
こ

る
か
わ
か
ら
な
い
。
い
ざ
と
い
う
時
の
保
険
が

セ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
る
こ
と
、
申
請
に
必
要
な

初
診
日
の
確
認
が
大
き
く
変
わ
っ
た
こ
と
等
、

市
民
に
周
知
が
必
要
と
思
う
が
、
い
か
が
か
。

答
市
民
生
活
部
長　

船
橋
年
金
事
務
所
と
連

携
を
図
り
、
周
知
に
努
め
る
。

船
橋
市
の
交
通
安
全
対
策公

明
党
　
桜
井
　
信
明

質
問 

本
市
で
交
通
事
故
が
多
発
し
、死
者
数
、

負
傷
者
数
共
に
今
年
度
は
交
通
安
全
計
画
の
抑

制
目
標
を
達
成
で
き
な
か
っ
た
。
事
故
の
発
生

状
況
を
周
知
し
、
注
意
喚
起
を
図
る
べ
き
。

答
市
民
生
活
部
長　

迅
速
で
効
果
的
な
周
知

が
図
れ
る
よ
う
、
そ
の
方
法
等
を
検
討
す
る
。

町
会
自
治
会
の
防
犯
灯船橋

清
風
会
　
浅
野
　
賢
也

質
問 

防
犯
灯
の
維
持
管
理
は
町
会
自
治
会

に
お
願
い
し
て
い
る
が
、
老
朽
化
に
よ
る
落
下

な
ど
の
事
故
が
発
生
し
て
い
る
。
事
故
が
起
き

た
場
合
、
責
任
の
所
在
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
。

ま
た
、
賠
償
保
険
の
加
入
は
勧
め
て
い
る
か
。

答
市
民
生
活
部
長　

防
犯
灯
の
落
下
事
故
が

起
き
た
場
合
、
町
会
自
治
会
が
所
有
者
責
任
を

問
わ
れ
る
の
で
、
定
期
的
に
点
検
を
お
願
い
し

て
い
る
。
賠
償
保
険
は
、
万
が
一
の
事
故
に
備

え
て
加
入
し
て
い
る
町
会
自
治
会
も
あ
る
が
、

今
後
、
保
険
の
存
在
を
周
知
し
て
い
く
。

 

防
災

防
災

市
政
会
　
渡
辺
　
賢
次

質
問 

家
具
転
倒
防
止
器
具
及
び
設
置
費
の

助
成
の
今
後
は
。

答
市
長
公
室
長　

補
助
制
度
の
周
知
と
、
利

用
促
進
に
努
め
る
が
、
な
ぜ
利
用
さ
れ
な
い
の

か
検
証
し
、
こ
の
制
度
の
在
り
方
を
整
理
し
た

い
。
成
果
が
上
が
ら
な
い
場
合
は
制
度
の
見
直

し
を
検
討
す
る
。

質
問 

防
災
行
政
無
線
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ

り
難
聴
エ
リ
ア
は
解
消
さ
れ
る
の
か
。

答
市
長
公
室
長　

防
災
行
政
無
線
の
デ
ジ
タ

ル
化
を
進
め
て
い
る
。
難
聴
エ
リ
ア
に
は
高
性

能
ス
ピ
ー
カ
ー
を
設
置
予
定
。
防
災
行
政
無
線

用
に
開
発
さ
れ
た
ス
ピ
ー
カ
ー
で
音
声
到
達
距

離
は
５
０
０
メ
ー
ト
ル
、
全
方
向
に
広
が
る
性

能
が
あ
る
こ
と
か
ら
効
果
が
期
待
で
き
る
。

個
人
用
ス
ト
ー
マ
装
具
の
備
蓄
体
制

民
進
党
　
岡
田
　
と
お
る

質
問 

ス
ト
ー
マ
装
具
は
個
々
の
状
態
に
よ

り
使
用
す
る
タ
イ
プ
が
違
う
。
習
志
野
市
や
松

戸
市
で
は
、
最
寄
り
の
避
難
所
な
ど
に
設
け
ら

れ
た
保
管
場
所
に
自
分
の
装
具
を
預
け
る
体
制

が
と
ら
れ
て
い
る
。本
市
で
も
必
要
な
の
で
は
。

答
福
祉
サ
ー
ビ
ス
部
長　

そ
う
い
っ
た
市
が

あ
る
こ
と
は
把
握
し
て
お
り
、
課
題
が
あ
る
と

も
聞
い
て
い
る
。
引
き
続
き
、調
査
研
究
す
る
。

「
千
葉
県
北
西
部
直
下
地
震
」
へ
の
対
策
を

市
民
社
会
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
　
朝
倉
　
幹
晴

質
問 

２
０
１
６
年
３
月
に
県
が
発
表
し
た

も
含
め
た
複
合
施
設
と
す
る
こ
と
の
検
討
は
。

答
消
防
局
長　

複
合
施
設
に
つ
い
て
今
回
の

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
契
約
の
検
討
項
目
に
は
含

ま
れ
て
い
な
い
が
、
平
成
17
年
に
建
設
さ
れ
た

西
部
消
防
保
健
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
複
合
施
設

と
し
て
高
層
利
用
を
行
っ
た
例
も
あ
る
こ
と
か

ら
、
今
後
敷
地
が
決
ま
り
次
第
、
土
地
の
有
効

利
用
に
つ
い
て
関
係
部
局
と
協
議
し
て
い
く
。

高
齢
者
の
交
通
事
故
と
免
許
証
自
主
返
納

新
成
　
高
橋
　
け
ん
た
ろ
う

質
問 

平
成
28
年
度
の
件
数
と
返
納
数
は
。

答
市
民
生
活
部
長　

10
月
末
現
在
で
、
市
内

の
事
故
件
数
は
１
３
７
０
件
、
う
ち
65
歳
以
上

が
関
係
す
る
件
数
は
４
０
８
件
で
全
体
の
約

30
％
。
市
民
の
返
納
数
に
つ
い
て
は
１
４
１
８

件
で
、65
歳
以
上
の
免
許
証
保
有
者
の
約
２
％
。

質
問 

連
日
の
報
道
ほ
ど
、
高
齢
者
が
関
係

す
る
事
故
は
決
し
て
多
く
な
い
と
考
え
る
が
。

答
市
民
生
活
部
長　

警
察
に
よ
る
と
、
事
故

を
起
こ
す
年
齢
は
40
歳
代
が
多
く
、
年
齢
に
関

係
な
く
、
誰
も
が
交
通
事
故
の
加
害
者
あ
る
い

は
被
害
者
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
と
の
こ
と
。

高
齢
者
の
運
転
免
許
の
自
主
返
納
を
促
す
策
を

新
成
　
石
川
　
り
ょ
う

質
問 

特
典
が
な
い
た
め
返
納
の
イ
ン
セ
ン

テ
ィ
ブ
が
働
か
な
い
。
市
独
自
の
政
策
を
。

答
健
康
・
高
齢
部
長　

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
作

成
な
ど
家
族
等
が
自
主
返
納
を
促
し
や
す
く
す

る
方
策
を
検
討
中
。
ま
た
、
他
市
の
事
例
等
を

参
考
に
し
な
が
ら
、関
係
機
関
等
と
検
討
す
る
。

障
害
年
金
制
度
に
対
す
る
理
解
と
周
知

公
明
党
　
橋
本
　
和
子

障害年金に関する正しい知識を市民の方に持っていただく機会の拡充を

町会自治会に過重な負担がかからぬよう、積極的な情報提供を
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市内では過半数のバース（船の停泊場所）が被害を受ける想定

「
千
葉
県
地
震
被
害
想
定
報
告
」の
中
で
は「
県

北
西
部
直
下
地
震｣

（
Ｍ
7.3
、震
度
６
強
を
想
定
）

で
、
市
で
も
湾
岸
部
の
港
湾
施
設
被
害
、
最
大

２
万
６
２
０
０
棟
の
火
災
被
害
、
５
万
５ 

４
０
０
人
の
帰
宅
困
難
者
の
発
生
等
の
被
害
が

想
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
受
け
、
被
害
を
減

ら
す
た
め
防
災
対
策
を
見
直
す
べ
き
で
は
。

答
市
長
公
室
長　

県
の
被
害
想
定
を
踏
ま
え
、

詳
細
な
調
査
を
実
施
し
減
災
対
策
へ
取
り
組
む
。

投
票
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
た
避
難
所
情
報
把
握

公
明
党
　
鈴
木
　
心
一

質
問 

27
年
の
災
害
対
策
訓
練
で
避
難
者
の

情
報
把
握
に
期
日
前
投
票
シ
ス
テ
ム
の
有
効
性

が
確
認
さ
れ
た
。
情
報
を
漏
ら
さ
な
い
専
用
回

線
は
コ
ス
ト
が
多
額
な
の
で
市
は
国
に
補
助
を

要
望
し
て
い
る
が
、
他
市
で
は
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

を
確
保
し
た
比
較
的
安
価
な
回
線
で
期
日
前
投

票
所
を
増
設
し
て
い
る
。今
後
ど
う
考
え
る
か
。

答
総
務
部
長　

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
や
安
全
性
に

優
れ
た
回
線
で
の
整
備
を
検
討
し
て
い
る
が
、

技
術
の
進
歩
に
よ
る
低
コ
ス
ト
化
も
想
定
さ
れ
、

情
報
収
集
や
研
究
等
、
関
係
各
課
で
連
携
す
る
。

 

子
育
て
・
健
康
・
福
祉

猫
の
不
妊
去
勢
手
術
と
地
域
猫
活
動

新
成
　
齊
藤
　
和
夫

質
問 

以
前
は
、
飼
い
主
の
い
な
い
猫
の
不

妊
去
勢
手
術
費
用
の
助
成
対
象
は
地
域
猫
活
動

の
登
録
団
体
に
限
ら
れ
て
い
た
。
新
し
い
事
業

で
は
、
地
元
町
会
か
ら
の
申
し
込
み
さ
え
あ
れ

ば
無
料
で
手
術
を
受
け
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ

た
た
め
、
地
域
猫
活
動
団
体
と
し
て
登
録
を
続

け
る
た
め
に
厳
し
い
要
綱
を
守
る
意
味
は
ほ
ぼ

失
わ
れ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
市
の
見
解
は
。

答
保
健
所
理
事　
地
域
猫
活
動
団
体
の
登
録

制
度
は
開
始
か
ら
５
年
経
過
し
て
い
る
。
動
物

愛
護
管
理
対
策
会
議
を
は
じ
め
と
し
て
、
ご
意

見
を
い
た
だ
き
、慎
重
に
評
価
し
て
い
き
た
い
。

福
祉
バ
ス
の
柔
軟
な
運
用
を

自
由
民
主
党
　
川
井
　
洋
基

質
問 

既
存
の
老
人
ク
ラ
ブ
以
外
の
高
齢
者

団
体
も
、
一
定
の
要
件
を
満
た
し
て
い
る
場
合

は
利
用
で
き
る
よ
う
に
運
用
を
見
直
し
て
は
。

答
健
康
・
高
齢
部
長　

見
直
し
を
検
討
す
る
。

質
問 

福
祉
バ
ス
の
利
用
時
間
が
限
ら
れ
て

い
る
た
め
、
行
先
が
限
定
さ
れ
、
慌
た
だ
し
い

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
な
る
。
ゆ
と
り
を
持
っ
て
参

加
し
て
も
ら
う
た
め
、
利
用
時
間
の
延
長
を
。

答
健
康
・
高
齢
部
長　

学
習
機
会
の
拡
大
と

い
う
側
面
も
あ
り
、今
後
見
直
し
を
検
討
す
る
。

シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体
操
指
導
士
の
役
割

市
政
会
　
渡
辺
　
賢
次

質
問 

平
成
27
年
度
よ
り
指
導
士
を
養
成
し

て
い
る
が
、指
導
士
に
求
め
る
役
割
と
は
何
か
。

答
保
健
所
理
事　

地
域
の
人
々
と
一
緒
に
、

健
康
寿
命
の
延
伸
が
図
れ
る
よ
う
、
広
く
体
操

を
実
施
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

医
療
セ
ン
タ
ー
の
建
て
替
え

研
政
会
　
島
田
　
た
い
ぞ
う

質
問 

医
療
セ
ン
タ
ー
の
在
り
方
に
関
す
る

検
討
委
員
会
で
新
た
な
医
療
機
能
・
病
床
規
模

等
が
検
討
さ
れ
て
い
る
が
、
開
院
ま
で
早
く
て

10
年
は
か
か
る
と
の
こ
と
。
市
独
自
で
先
行
し

て
29
年
度
中
に
土
地
の
確
保
が
で
き
な
い
か
。

答
健
康
・
高
齢
部
長　

29
年
度
中
は
考
え
て

い
な
い
。
土
地
区
画
整
理
事
業
で
確
保
し
た
い
。

地
域
拠
点
と
し
て
の
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

質
問 

社
会
福
祉
協
議
会
の
支
部
組
織
で
あ
る

地
区
社
協
が
各
公
民
館
等
の
片
隅
に
狭
あ
い
な

事
務
所
を
開
設
し
て
い
る
が
、
高
齢
者
等
の
居

場
所
づ
く
り
の
活
動
拠
点
と
し
て
、
家
賃
や
備

品
、
光
熱
水
費
、
印
刷
費
、
講
師
謝
礼
等
の
ラ

ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
の
補
助
が
必
要
で
は
。

答
福
祉
サ
ー
ビ
ス
部
長　

検
討
す
る
。

非
婚
者
へ
の
寡
婦
（
夫
）
控
除
の
み
な
し
適
用

市
民
社
会
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
　
三
宅
　
桂
子

質
問 

国
に
各
自
治
体
が
対
応
を
求
め
ら
れ

て
い
る「
み
な
し
適
用
」を
拡
大
で
き
な
い
か
。

シルバーリハビリ体操指導士が身近な地域で開催している体操教室

二和公民館3階に開設されている二和地区社会福祉協議会の事務所

千葉県北西部直下地震における
港湾施設と地震動の関係

（千葉県作成・提供）
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答
健
康
福
祉
局
長　

本
来
は
国
が
税
制
改
正

で
対
応
し
て
い
く
べ
き
だ
が
、
市
と
し
て
も
保

健
福
祉
分
野
で
の
適
用
拡
大
を
検
討
し
て
い
く
。

補
助
犬
に
対
す
る
理
解
の
促
進

民
進
党
　
三
橋
　
さ
ぶ
ろ
う

質
問 

身
体
障
害
者
補
助
犬
法
で
、
中
核
市
は

苦
情
や
相
談
を
受
け
、
必
要
な
指
導
を
行
う
こ

と
と
な
っ
て
い
る
。
補
助
犬
に
関
す
る
苦
情
等

は
今
年
度
あ
っ
た
か
。
ま
た
、
接
遇
日
本
一
を

掲
げ
て
い
る
が
、
職
員
が
補
助
犬
と
接
す
る
機

会
に
備
え
た
マ
ニ
ュ
ア
ル
や
研
修
は
あ
る
か
。

答
福
祉
サ
ー
ビ
ス
部
長　

現
時
点
で
３
件
。

答
総
務
部
長　

特
化
し
た
も
の
は
な
い
。

B
型
肝
炎
ワ
ク
チ
ン
任
意
接
種
費
用
の
助
成
を

公
明
党
　
斎
藤
　
忠

質
問 

１
歳
未
満
を
対
象
に
28
年
10
月
か
ら

定
期
接
種
化
さ
れ
た
が
、
１
歳
以
上
の
乳
幼
児

を
持
つ
親
か
ら
も
接
種
費
用
の
助
成
を
望
む
声

が
あ
る
。
全
国
的
に
３
歳
未
満
児
の
任
意
接
種

へ
の
助
成
を
行
う
自
治
体
が
増
え
て
お
り
、
本

市
も
実
施
す
べ
き
。
28
年
２
定
で
助
成
を
検
討

す
る
と
答
弁
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
結
果
は
。

答
保
健
所
理
事　

予
防
接
種
で
B
型
肝
炎
の

感
染
リ
ス
ク
を
減
ら
し
、
将
来
の
肝
硬
変
等
の

発
症
を
減
ら
す
必
要
性
は
十
分
認
識
し
て
い
る
。

予
算
編
成
の
過
程
で
慎
重
に
検
討
し
た
い
。

エ
ン
デ
ィ
ン
グ
・
サ
ポ
ー
ト公明

党
　
松
橋
　
浩
嗣

質
問 

終
活
の
お
手
伝
い
を
す
る
エ
ン
デ
ィ

ン
グ
・
サ
ポ
ー
ト
を
自
治
体
の
事
業
と
し
て
取

り
組
ん
で
い
る
市
が
あ
る
。
一
人
暮
ら
し
の
高

齢
者
を
多
数
抱
え
る
本
市
で
も
取
り
組
む
べ
き

事
業
で
あ
る
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

答
健
康
福
祉
局
長　

生
活
困
窮
者
の
自
立
支

援
事
業
の
一
環
と
し
て
課
題
を
解
決
し
、
安
心

を
届
け
る
こ
と
が
で
き
る
事
業
で
あ
る
。
他
市

で
は
居
住
支
援
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
実
施
し
て
い

る
例
も
あ
る
。
死
後
の
安
心
を
確
保
す
る
事
業

と
し
て
、ど
の
よ
う
な
形
が
よ
い
か
検
討
す
る
。

飼
い
主
の
い
な
い
猫
の
不
妊
手
術
事
業

公
明
党
　
藤
川
　
浩
子

質
問 

こ
の
事
業
を
開
始
し
た
理
由
は
。

答
保
健
所
理
事　

餌
や
り
や
ふ
ん
尿
に
つ
い

て
、
地
域
の
生
活
環
境
の
問
題
と
し
て
主
体
的

に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
を
念
頭
に
開
始
。

質
問 

来
年
度
の
手
術
予
約
募
集
の
対
応
は
。

答
保
健
所
理
事　

要
望
が
多
い
た
め
受
付
方

法
見
直
し
や
期
間
拡
大
を
図
り
、
委
託
先
の
京
葉

地
区
獣
医
師
会
と
手
術
数
の
増
を
協
議
し
た
い
。

質
問 

搬
入
先
の
動
物
愛
護
指
導
セ
ン
タ
ー

が
遠
い
地
域
の
市
民
の
負
担
軽
減
に
つ
い
て
は
。

答
保
健
所
理
事　

事
業
全
般
を
見
直
す
。

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
日
常
生
活
圏
域

日
本
共
産
党
　
佐
藤
　
重
雄

質
問 

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
が
成
立
す

る
条
件
と
し
て
の
日
常
生
活
圏
域
と
は
何
か
。

答
健
康
・
高
齢
部
長　

理
想
は
概
ね
30
分
以

内
に
駆
け
付
け
ら
れ
る
圏
域
で
、
本
市
で
は
現

在
５
つ
の
行
政
ブ
ロ
ッ
ク
を
用
い
て
い
る
。

質
問 

今
の
住
ま
い
に
住
み
続
け
た
い
と
い

う
希
望
に
、
市
は
ど
の
よ
う
に
応
え
る
の
か
。

答
副
市
長　

高
齢
者
居
住
安
定
確
保
計
画
に

お
い
て
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
や
市
営
住
宅
の
供
給

等
を
う
た
っ
て
い
る
。
そ
の
上
で
、
足
り
な
い

部
分
は
住
み
替
え
の
支
援
等
を
考
え
て
い
る
。

子
ど
も
の
貧
困
対
策
の
推
進
を

日
本
共
産
党
　
渡
辺
　
ゆ
う
子

質
問 

市
内
で
も
多
く
の
子
ど
も
た
ち
が
経

済
的
に
困
難
な
家
庭
に
あ
る
。
庁
内
の
連
携
し

た
責
任
体
制
を
構
築
し
対
策
を
推
進
す
べ
き
。

市
独
自
に
子
ど
も
の
貧
困
率
推
計
を
行
う
こ
と

や
、
沖
縄
県
の
「
子
ど
も
調
査
」
な
ど
を
参
考

に
、
経
済
的
貧
困
が
子
ど
も
の
成
長
に
ど
の
よ

う
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
の
か
実
態
調
査
を
。

答
子
育
て
支
援
部
長　

児
童
家
庭
課
が
庁
内

の
取
り
ま
と
め
を
し
て
い
る
。
他
の
自
治
体
の

動
向
に
つ
い
て
情
報
収
集
し
、
国
の
調
査
研
究

も
充
分
把
握
し
た
上
で
検
討
し
て
い
く
。　

地
域
福
祉
を
担
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
充
実

船
橋
清
風
会
　
滝
口
　
宏

質
問 

地
区
社
会
福
祉
協
議
会
が
実
施
す
る

ミ
ニ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
し
て
参
加
す
る
方
の
生
き
が
い
と
健
康
づ
く

り
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

高
齢
化
に
対
応
す
る
補
助
制
度
の
検
討
を
。

答
福
祉
サ
ー
ビ
ス
部
長　

高
齢
化
の
問
題
等

を
把
握
し
、
地
域
の
課
題
や
問
題
点
に
対
応
で

き
る
制
度
に
す
る
な
ど
環
境
整
備
に
努
め
る
。

 

経
済
・
産
業

水
流
発
生
装
置
を
用
い
た
青
潮
対
策

船
橋
清
風
会
　
滝
口
　
宏

質
問 
漁
業
協
同
組
合
と
協
議
し
て
い
る
と

思
う
が
、
今
後
ど
う
す
る
の
か
。

答
経
済
部
長　
漁
業
協
同
組
合
で
は
、
来
年

度
も
船
橋
港
内
に
設
置
し
て
検
証
を
重
ね
、
対

策
を
実
施
し
た
い
と
の
こ
と
。
関
係
者
と
十
分

協
議
し
た
中
で
、
市
も
前
向
き
に
取
り
組
む
。

空
き
店
舗
対
策
事
業
の
利
用
促
進
策
を

自
由
民
主
党
　
滝
口
　
一
馬

質
問 

本
町
通
り
商
店
街
な
ど
、
空
き
店
舗

情
報
を
不
動
産
仲
介
業
者
等
と
共
有
し
て
は
。

答
経
済
部
長　
公
正
性
の
担
保
等
の
課
題
も

あ
る
。慎
重
に
吟
味
し
導
入
に
向
け
検
討
す
る
。

三
番
瀬
の
漁
業

公
明
党
　
桜
井
　
信
明

質
問 

貝
の
資
源
保
護
の
取
り
組
み
を
伺
う
。

答
経
済
部
長　
一
定
の
サ
イ
ズ
以
下
は
海
に

戻
す
な
ど
、
資
源
の
保
護
に
努
め
て
い
る
。

障
が
い
者
の
就
労
支
援
施
策公

明
党
　
木
村
　
修

質
問 

収
入
を
増
や
し
納
税
で
き
る
人
を
増

や
せ
る
よ
う
、
障
が
い
者
が
で
き
る
仕
事
の
掘

り
起
こ
し
を
要
望
す
る
が
、市
の
取
り
組
み
は
。

答
経
済
部
長　
23
年
度
よ
り
障
害
者
職
場
実

習
開
拓
員
が
未
採
用
企
業
に
聞
き
取
り
を
行
い
、

掘
り
起
こ
し
を
し
て
い
る
。
毎
日
の
仕
事
の
中

に
も
障
が
い
者
が
活
躍
で
き
る
場
面
が
あ
る
こ

と
を
企
業
に
気
付
い
て
も
ら
う
こ
と
で
、
特
別

な
負
担
を
か
け
る
こ
と
な
く
受
け
入
れ
る
企
業

を
増
や
せ
て
い
る
。
ま
た
、
支
援
学
校
と
連
携

会
議
を
実
施
す
る
な
ど
支
援
を
強
化
す
る
。

 

ま
ち
づ
く
り

農
地
の
保
全
・
再
生
を
緑
の
基
本
計
画
の
柱
に

日
本
共
産
党
　
中
沢
　
学
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質
問 

現
在
市
は
緑
の
基
本
計
画
の
改
定
作

業
を
行
っ
て
い
る
が
、
改
定
案
に
「
農
地
の
保

全
・
再
生
」
と
い
う
視
点
が
全
く
な
い
。
こ
れ

で
は
都
市
農
業
の
盛
ん
な
本
市
の
計
画
に
値
し

な
い
。
政
府
は
２
０
１
６
年
５
月
、
都
市
農
業

振
興
基
本
計
画
を
策
定
し
た
。
そ
こ
に
は
「
土

地
利
用
計
画
に
お
け
る
都
市
農
地
の
位
置
づ
け

を
転
換
し
、
計
画
的
に
農
地
の
保
全
を
誘
導
す

る
こ
と
が
必
要
」と
あ
る
。
抜
本
的
な
修
正
を
。

答
都
市
整
備
部
長　

市
内
農
業
の
実
態
を
調

査
中
。
今
後
具
体
的
な
施
策
を
策
定
し
た
い
。

海
老
川
上
流
の
ま
ち
づ
く
り
に
か
か
わ
る
財
源

日
本
共
産
党
　
岩
井
　
友
子

質
問 

長
期
財
政
計
画
が
出
さ
れ
た
が
、
区

画
整
理
事
業
に
か
か
わ
る
市
の
負
担
は
ど
の
程

度
に
な
る
の
か
。
現
在
の
見
通
し
を
。

答
都
市
計
画
部
長　

現
時
点
で
具
体
的
な
額

を
明
示
す
る
こ
と
は
困
難
だ
が
、
平
成
24
年
度

に
事
業
協
力
者
が
示
し
た
内
容
を
も
と
に
、
総

事
業
費
と
し
て
３
３
４
億
円
と
、
市
の
助
成
額

77
億
８
千
万
円
を
算
出
し
て
い
る
。

質
問 

財
源
を
ど
こ
か
ら
捻
出
す
る
の
か
。

答
都
市
計
画
部
長　

市
の
助
成
額
に
つ
い
て

は
単
独
費
と
起
債
で
賄
う
こ
と
を
考
え
て
い
る
。

主
要
地
方
道
千
葉
鎌
ケ
谷
松
戸
線
の
歩
道
整
備

船
橋
清
風
会
　
滝
口
　
宏

質
問 

Ｕ
字
溝
の
ふ
た
に
穴
が
あ
る
な
ど
歩

道
が
非
常
に
歩
き
づ
ら
い
。
県
道
と
は
認
識
し

て
い
る
が
、市
は
「
人
に
や
さ
し
い
歩
道
整
備
」

を
提
唱
し
て
い
る
中
で
ど
う
考
え
る
か
。

答
道
路
部
長　

人
に
や
さ
し
い
歩
道
づ
く
り

を
鋭
意
進
め
て
お
り
、
市
内
の
県
道
も
、
バ
リ

ア
フ
リ
ー
化
歩
道
の
連
続
性
の
確
保
な
ど
、
整

備
・
推
進
を
各
道
路
管
理
者
へ
強
く
要
望
す
る
。

北
習
志
野
駅
・
津
田
沼
駅
の
駐
輪
場
対
策

市
民
社
会
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
　
池
沢
　
み
ち
よ

質
問 

駐
輪
場
の
新
設
・
増
設
等
の
進
捗
は
。

答
都
市
整
備
部
長　

今
後
も
検
討
を
進
め
る
。

 

教
育
・
文
化

中
学
校
教
員
の
部
活
動
に
よ
る
多
忙
化
の
解
消

日
本
共
産
党
　
坂
井
　
洋
介

質
問 

週
１
日
の
部
活
動
の
休
養
を
徹
底
し
、

文
科
省
通
知
の
と
お
り
週
２
日
へ
の
見
直
し
を
。

答
学
校
教
育
部
長　

週
１
回
１
日
以
上
の
休

養
日
を
研
修
会
な
ど
で
指
導
し
、
実
態
等
を
踏

ま
え
た
工
夫
も
し
て
い
る
。
指
導
を
続
け
る
。

産
休
・
育
休
・
療
養
休
暇
へ
の
代
替
教
員
不
足

質
問 

市
費
で
の
教
員
確
保
は
で
き
る
の
か
。

答
学
校
教
育
部
長　
教
員
の
配
置
に
関
し
て

は
、
県
教
育
委
員
会
が
す
べ
き
も
の
で
あ
り
、

市
で
の
配
置
は
大
変
困
難
と
考
え
て
い
る
。

八
栄
小
学
校
の
通
学
路船橋

清
風
会
　
浅
野
　
賢
也

質
問 

八
栄
小
学
校
北
側
の
交
差
点
は
、
１

日
７
０
０
名
ほ
ど
が
通
学
に
使
う
が
、
道
路
幅

が
狭
く
信
号
の
待
機
場
所
も
少
な
い
。
交
差
点

付
近
西
側
の
夏
見
母
子
ホ
ー
ム
跡
地
を
、
信
号

待
ち
の
待
機
場
所
と
し
て
確
保
で
き
る
か
、
教

育
委
員
会
と
し
て
要
望
し
て
は
ど
う
か
。

答
学
校
教
育
部
長　

八
栄
小
学
校
の
通
学
路

は
、
現
在
、
関
係
機
関
と
安
全
対
策
に
つ
い
て

協
議
中
。
交
差
点
に
つ
い
て
は
、
学
校
、
Ｐ
Ｔ

Ａ
か
ら
も
要
望
を
い
た
だ
い
て
お
り
、
改
善
に

あ
た
っ
て
道
路
管
理
者
及
び
公
園
管
理
者
と
協

議
を
進
め
て
い
る
。
今
後
も
通
学
路
の
安
全
対

策
を
実
施
し
、
児
童
の
安
全
確
保
に
努
め
る
。

船
橋
市
の
特
別
支
援
教
育

市
民
社
会
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
　
三
宅
　
桂
子

質
問 

教
育
長
の
考
え
を
問
う
。

答
教
育
長　
特
別
支
援
教
育
は
全
て
の
教
育

に
通
じ
る
、
教
育
の
原
点
と
考
え
る
。

幼
児
教
育
費
無
償
化
の
実
現
を

市
民
社
会
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
　
池
沢
　
み
ち
よ

質
問 

無
償
化
の
取
り
組
み
へ
の
見
解
は
。

答
学
校
教
育
部
長　

国
の
動
向
を
注
視
し
、

今
後
も
保
護
者
負
担
の
軽
減
に
努
め
る
。

質
問 

現
体
制
で
す
ぐ
に
対
応
で
き
る
の
か
。

答
子
育
て
支
援
部
長　
必
要
な
措
置
を
講
じ
、

円
滑
に
実
施
で
き
る
よ
う
努
め
る
。

新
設
小
学
校
の
通
学
路
の
安
全
対
策

民
進
党
　
斉
藤
　
誠

質
問 

森
の
シ
テ
ィ
在
住
の
小
学
生
は
、
塚

田
地
区
の
新
設
小
学
校
の
学
区
に
入
る
と
徒
歩

通
学
と
な
る
。
東
武
線
沿
い
の
ゴ
ル
フ
練
習
場

か
ら
先
の
歩
道
が
狭
く
危
険
。歩
道
橋
設
置
や
、

そ
れ
が
困
難
な
ら
通
学
路
の
工
夫
が
必
要
で
は
。

答
道
路
部
長　
歩
道
橋
は
用
地
確
保
が
困
難
。

答
学
校
教
育
部
長　

学
区
確
定
後
、
直
接
現

地
を
回
っ
て
点
検
し
、
安
全
対
策
を
講
ず
る
。

農業とまちの共生のため、農地の保全・再生の視点を盛り込んだ計画の改定を

森のシティから塚田方面に向かう東武野田線沿いの歩道

ふなばし市議会だより　№227　　平成29年（2017年）1月25日

15 ＜一般質問＞



※
本
会
議
の
会
議
記
録
は
議
会
事
務
局
及
び
図
書
館
・
公
民
館
で
、
委
員
会
記
録
は
議
会
事
務
局
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。
な
お
、
い
ず
れ
も
市
議
会
の
ウ
エ
ブ
サ
イ
ト
で
公
開
し
て
お
り
ま
す
。

議案の議決結果　※11月29日議決 　　　

付託
委員会 議案番号 　件　　　　　　　　　　名

公

明

党

日
本
共
産
党

船
橋
清
風
会

新

成

自
由
民
主
党

市

政

会

市
民
社
会
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

民

進

党

研

政

会

議決
結果

総　務 発議案第2号 TPP（環太平洋連携協定）承認案と関連法案を廃案にするよう求める意見書 × ○ × × × × ○ ○ × 否 決

議案の議決結果　※12月20日議決 　　　

付託
委員会 議案番号 件　　　　　　　　　　名　　

自
由
市
政
会

公

明

党

日
本
共
産
党

船
橋
清
風
会

新

成

市
民
社
会
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

民

進

党

議決
結果

予算特別
議案第1号 平成28年度船橋市一般会計補正予算 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ 可 決
議案第2号 平成28年度船橋市下水道事業特別会計補正予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可 決

総　務

議案第3号 船橋市職員退職手当支給条例及び企業職員の給与の種類及び基準を定める条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可 決
議案第4号 船橋市市税条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可 決
議案第18号 特別職の職員の給与等に関する条例及び非常勤の特別職の職員の報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例 ○ ○ × ○ ○ × ○ 可 決
議案第19号 一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可 決
議案第20号 教育委員会委員任命の同意を求めることについて ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同 意
発議案第3号 自衛隊の南スーダンPKO派遣部隊に安保法制に基づく新たな任務を付与することを中止し、現地から撤退させることを求める意見書 × × ○ × × ○ × 否 決
発議案第4号 木更津基地への米軍機オスプレイ定期整備拠点化と自衛隊へのオスプレイ配備の中止を求める意見書 × × ○ × × ○ × 否 決
発議案第5号 沖縄県東村高江に派遣している千葉県警機動隊の撤収を求める意見書 × × ○ × × ○ × 否 決
発議案第9号 東京電力柏崎刈羽原子力発電所（新潟県）の再稼働中止を求める意見書 × × ○ × × ○ × 否 決
発議案第10号 政治分野への男女共同参画推進法の制定を求める意見書 × × ○ × × ○ ○ 否 決

健康福祉

議案第5号 船橋市指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準等を定める条例の一部を改正する条例 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ 可 決

議案第6号 船橋市指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営並びに指定地域密着型介護予防サー
ビスに係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準等を定める条例の一部を改正する条例 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ 可 決

議案第13号 船橋市夜間休日急病診療所の指定管理者の指定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可 決
議案第14号 ケアハウス市立船橋長寿園の指定管理者の指定について ○ ○ × ○ ○ ○ ○ 可 決
発議案第8号 小児がんの医療福祉充実を求める意見書 × × ○ × ○ ○ ○ 否 決

市民環境経済

議案第7号 船橋市印鑑条例の一部を改正する条例 ○ ○ × ○ ○ × ○ 可 決
議案第8号 船橋市地方卸売市場業務条例の一部を改正する条例 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ 可 決
議案第15号 船橋市北部清掃工場余熱利用施設の指定管理者の指定について ○ ○ × ○ ○ ○ ○ 可 決
発議案第1号 労働基準法改定案を撤回し、労働時間延長の上限規制を設ける新しい同法改正案提出を求める意見書 × × ○ × × ○ ○ 否 決

建　設

議案第9号 船橋市自転車等駐車場条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可 決
議案第10号 船橋市地区計画の区域内における建築物の制限に関する条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可 決
議案第12号 船橋市運動公園プール改修工事請負契約の変更について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可 決
議案第16号 ふなばし三番瀬海浜公園及びふなばし三番瀬環境学習館の指定管理者の指定について ○ ○ × ○ ○ ○ ○ 可 決

文　教
議案第17号 船橋市図書館の指定管理者の指定について ○ ○ × ○ ○ × ○ 可 決
発議案第6号 公立小中学校の改修費用に対する国からの抜本的な予算拡充を求める意見書 × × ○ × × ○ ○ 否 決
発議案第7号 給付制奨学金の創設と学費負担軽減を求める意見書 × × ○ × ○ ○ ○ 否 決

議会運営 発議案第11号 海老川上流地区のまちづくり調査研究特別委員会の設置について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 修正可決
付託省略 発議案第12号 都市再生機構管理賃貸住宅の無制限な家賃値上げをやめ、住宅セーフティネットの機能強化等を求める意見書 × ○ ○ × ○ ○ ○ 可 決
 ※議案第11号「（仮称）船橋市東消防署古和釜分署・消防訓練場新築工事請負契約の締結について」は,撤回の申し出があり、12月13日に承認しました。

陳 情 の 議 決 結 果
付託委員会 受理番号 件　　　名 議決結果

総　務
陳情第61号 平成29年度からの特別徴収額の決定通知書への個人番号記載中止に関する陳情 不 採 択
陳情第62号 千葉県議会に対し、県議会の定数変更に係る船橋市民の1票の格差是正を求める意見書提出に関する陳情 不 採 択
陳情第63号 核兵器の廃絶と恒久平和を求める意見書提出に関する陳情 不 採 択

建　設
陳情第64号 スケートボード練習場設置に関する陳情 継 続 審 査
陳情第65号 都市再生機構管理賃貸住宅の無制限な家賃値上げをやめ、住宅セイフティネットの機能強化等を求める意見書提出に関する陳情 採 択

文　教 陳情第66号 校庭の殺虫剤散布に関する陳情 不 採 択
議会運営 陳情第60号 政務活動費の領収書等の議会ホームページでの公開に関する陳情 採 択

○−賛成　×−反対

○−賛成　×−反対

会
派
の
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成

自
由
市
政
会

  

島
田
た
い
ぞ
う	

長
谷
川
　
大

  

鈴
木
ひ
ろ
子	

小
平
　
奈
緒

  

藤
代
清
七
郎	

滝
口
　
一
馬

  

日
色
　
健
人	

渡
辺
　
賢
次

  

川
井
　
洋
基	

中
村
　
静
雄

  

大
矢
　
敏
子	

七
戸
　
俊
治

公
明
党

  

鈴
木
　
心
一	

桜
井
　
信
明

  

木
村
　
　
修	

橋
本
　
和
子

  

藤
川
　
浩
子	

松
橋
　
浩
嗣

  

石
崎
　
幸
雄	

松
嵜
　
裕
次

  

鈴
木
い
く
お	

斎
藤
　
　
忠

日
本
共
産
党

  

松
崎
　
佐
智	

坂
井
　
洋
介

  

中
沢
　
　
学	

渡
辺
ゆ
う
子

  

岩
井
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野
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杉
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滝
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宏	

鈴
木
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新
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齊
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夫

  

つ
ま
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俊
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神
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廣
栄

市
民
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ワ
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池
沢
み
ち
よ	

三
宅
　
桂
子

  

朝
倉
　
幹
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浦
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秀
夫

民
進
党

  

三
橋
さ
ぶ
ろ
う	

岡
田
と
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（
平
成
28
年
12
月
20
日
現
在
）
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